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下図のようにクラックを検出した後、その面積や最大内部直径
などは簡単に測定できますが、垂直方向または水平方向の高さ
や幅はどのように測定したらよいでしょうか？

クラックの高さを解析した例

今回対象とするクラック

今回は、グリッド線を設定し測定する例をご案内いたします。



垂直のグリッド線を描画し、MIPARのMath > Intersectionメニューを
使って、クラックの部分と重なる部分のみを抽出します。
今回は1ピクセルおきにグリッド線を設定しました。

クラックの高さを解析した例

垂直のグリッド線を画像全体に描画した状態

クラックと重なる部分のみのグリッド線を抽出した状態



XYの座標とクラックの高さ（グリッド線の長さ）を出力します。

クラックの高さを解析した例



クラック高さの解析例

✓
全ての工程はレシピに保存できますので、定量的な測定が
簡単に自動で行えます。

グリッド線の間隔は、
メニューから自由に
設定が可能です。

測定の分解能は、
画像の解像度に
依存します。



ご覧頂き有難うございました
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